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第５５９号（１）  令和７年２月２０日 

（公社） 青梅市シルバー人材センター 

電 話 ０４２８（２４）８１７１ 

ＦＡＸ ０４２８（２２）７９４８ 

青梅市千ヶ瀬町１丁目５０番地  

E-mail ome@sjc.ne.jp 
URL    https://webc.sjc.ne.jp/ome/ 

令和６年度『冬期傷害事故防止月間』で恒例となっております標語を募り、多くの作品の中か

ら下記の作品が選出されましたので紹介します。標語は毎月広報誌に掲載して皆様にお届けして

おりますが、そもそも標語とは団体等で情報や主張や理念そして活動目的を短い言葉で分かりや

すく表したものです。つきましては、語呂を楽しみながら、言葉の奥に秘められた意味を心に留

め置いていただき、安全、安心、健康をより高めてください。   

 
テーマⅠ【事故防止のための体力づくり】について

地　区

長　淵   つまずいた！　鍛える足腰　遠のく老化

長　淵   慣れる程　自覚の欠如が　招く事故

東青梅   ゆとりある　心と体に　事故はなし
 

テーマⅡ【私の安全行動】について

地　区

大　門 　見直そう　何処にも危険　ひそんでる

新　町 　慣れた仕事 あせらず 無理せず 安全作業

小曾木 　安全は　基本動作と　ゆとりから

岩 田 文 雄

本 多 貞 夫

武 藤 明 博

氏　　名

原 島 知 二

  舛 永   浩

岡 部 輝 夫

氏　　名

作　  　品

作　  　品

重篤事故の発生について 
 
安全管理委員会だよりで既に全会員へお知らせしておりますとおり、本年度に残念なが

ら重篤事故が発生しました。事故により怪我をされた方が、一日でも早く回復されますこと

をお祈りいたします。会員の皆様も改めて安全就業に取り組んでいきましょう！ 

【事故の概要】令和６年１２月に釜の淵公園において、斜面で草刈の作業中、会員

の一人が斜面を滑り、くぼみに落下してしまった。現場は急な斜面であり、滑落に

よって大怪我をするという重篤事故が発生した。 

【事故当時の状況】当日は５人で作業をしており、ケガをされた会員ともう１人で

事故発生現場となる斜面の上段で作業をしていた。残りの３人は傾斜の少ない下段

で作業をしていた。草刈は手持ちのカマで作業をしており、上段で一緒に作業して

いたもう１人の会員が、当該会員の姿が見当たらないため、周りを確認したところ、

くぼみに落下しているのに気付いた。 

【再発防止策（抜粋）】（1）急傾斜地および危険箇所については、就業を行わない。

（2）同様な地形や危険箇所を確認し、今後の就業について発注者と相談していく。

（3）各就業先にヘルメットを配置する。（4）臨時の安全管理委員会だよりを発行

するとともに、会報等により安全意識の向上について、啓発に努めていく。 

また、毎月発行している会報誌シルバー青梅において、事故防止に向けた記事や情

報を定期的に発信し、危険予知活動や安全に向けた取組を推進する。 

 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第５５９号（２） 

 

シルバー青梅 

計画推進委員会から検討状況のお知らせ 

 

【就業募集と応募のマッチング課題について】 

計画推進委員会では、第４次中期計画を着実に推進していけるように、様々な検討を行っています。

そのなかで、今年度は、就業募集をしても特定の人気のある就業先に応募が集中し、募集をかけても人

がなかなか集まらない『就業募集と応募のマッチングの課題』に取り組んでいます。 

応募の少ない就業場所では、就業者が見つからずに発注者からの就業に応えられるよう、就業を引き

受けてくれる会員さんをなんとかして探しているような状況です。そこで、これまでは過去に就業していた

就業場所については、再度の応募をすることは出来ませんでしたが、昨今の状況を鑑みて、就業募集し

ても応募者がいないという条件をもとに、来年度から過去に就業した場所であっても応募をすることが出

来るような仕組みに変更できないか検討しています。 
 

【過去に就業した場所への再応募について】 

これまで、過去に就業していた就業場所は、ワークシェアリングの考え方から応募ができないような制

度となっていました。一方、毎年６月に実施している会員状況調査や、各地域の地区班会議の場におい

ても、たくさんの会員から、慣れていて働きやすいため過去に就業した就業場所に再度就業できるように

してほしいとの声や要望をいただいている所です。推進委員会では、過去の慣例にとらわれずに、柔軟

に物事を考え、変えていくべきものは変化を恐れずに変えていこうという心構えをもって検討を進めてい

ます。 

正式に決定をしましたら、改めて会報等でもお知らせをいたしますが、来年度に向けて、ある一定の

条件のもと、過去に就業した就業先に応募ができるように変更を予定しておりますので、検討状況の途

中経過をお知らせいたします。  

 
 

 

 

チョット待て いつもの手順に ひそむ事故  長淵地区 原 島 知 二 

 

 
 

 
 
 

『
小
さ
な
大
笑
い
』 

 
 

青
梅
地
区 

髙
橋 

清
子 

  

寒
さ
厳
し
い
毎
日
で
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

毎
日
の
生
活
の
中
で
腹
を
立
て
る
事
は
あ
っ
て
も
笑
う
事
は
、
少
な
く
無
い
で
す
か
。 

若
い
頃
は
、
何
で
も
笑
う
事
が
多
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

あ
る
日
、
何
が
キ
ッ
カ
ケ
か
Ａ
子
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
一
人
の
歌
手
の
名
前
が
、 

出
て
き
ま
せ
ん
。
事
務
所
も
出
身
地
も
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
分
か
っ
て
い
る
の
に
・
・
・ 

Ａ
子
さ
ん
も
同
じ
で
す
。 

フ
ァ
ン
で
は
な
い
け
ど
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
こ
ん
な
事
と
思
い
つ
つ
二
、
三
日
が
過

ぎ
ふ
っ
と
テ
レ
ビ
の
中
で
「
山
本
」
と
出
て
す
ぐ
に 

そ
う
だ
「
山
本
譲
二
」
だ
‼ 

ヒ
ン
ト
を
得
て
す
ぐ
に
Ａ
子
さ
ん
に
電
話
し
て
、
真
面
目
な
声
で
「
山
本
譲
二
」
で
す
と 

Ａ
子
さ
ん
も 

あ
っ
‼ 

も
う
後
は
、
説
明
は
い
り
ま
せ
ん
。
電
話
を
通
し
て
お
互
い
大

笑
い
で
す
。 

笑
・
・ 

笑
・
・ 

笑 

 

少
し
前
の
事
や 

あ
れ
・
・
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
い
事
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

皆
さ
ん
は
、
い
か
が
で
す
か
。
生
活
の
中
で
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
事 

特
に
テ
レ
ビ 

か
ら
流
れ
て
く
る
事
が
、
多
い
様
な
気
も
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
は
別
で
す
。 

 

こ
れ
は
【
ボ
ケ
】
で
も
な
く
【
認
知
症
】
で
も
な
く
日
々
平
穏
に
過
ご
し
て
い
る
か
ら 

だ
と
思
う
の
で
す
よ
。 

  

昨
年
、
職
場
の
梅
の
木
に
ウ
グ
イ
ス 

な
の
か
メ
ジ
ロ
な
の
か
見
分
け
も
つ
か
ず 

・
・
・ 

今
年
も
来
る
か
な
と
思
い
な
が
ら
職
場
の 

庭
の
掃
除
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

笑
う
日
々
に
福
来
た
り
、
健
康
来
た
り 

良
い
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

  
 
 

  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 



 

 

 

｢

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
会｣

参
加
者
募
集
！！ 

 

今
年
度
第
２
回
目
と
な
る
刈
払
機
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
定
員
に
空
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
第
１
回
目
に
参
加
を
し
て
い
な
い
方
で
、
刈
払
機
の
取
扱
を
す
る
方
（
今

後
使
用
す
る
予
定
の
方
含
む
）
は
必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

日 
 

時 
令
和
７
年
３
月
１０
日(

月) 

午
前
９
時
30
分
～
正
午 

会 
 

場 
立
正
佼
成
会 

申
込
期
限 

２
月
２８
日(

金)

ま
で 

そ
の
他 

 

作
業
で
き
る
服
装
で
、
会
場
の
都
合
上 

９
時
以
降
に
来
場
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 

うるおいを 望む身体に 水分補給  河辺地区 河 邉 登 宣 

 

 

第５５９（３） 

号（３） 

シルバー青梅 

干
し
柿
と
私
た
ち 

 
 
 

河
辺
地
区 

戸
塚 

俊
之 

 
 

 

私
た
ち
河
辺
地
区
の
毎
年
十
二
月
に
行
う
恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
梨
の
木
保

育
園
の
『
大
掃
除
』
で
す
。
今
回
は
男
性
二
十
四
名
、
女
性
四
名
の
参
加
が
得
ら
れ
、

室
内
で
は
三
階
ま
で
の
窓
ガ
ラ
ス
と
換
気
扇
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
で
し
た
。
一
方
屋

外
で
は
藤
棚
を
含
め
た
樹
木
の
剪
定
、
砂
場
の
掘
り
起
こ
し
、
更
に
伐
木
、
草
花
、
落

ち
葉
処
分
等
で
す
。
こ
こ
で
の
特
別
な
楽
し
み
は
渋
柿
の
も
ぎ
取
り
と
、
干
し
柿
づ
く

り
準
備
の
皮
む
き
で
す
。
女
性
会
員
は
大
量
の
皮
む
き
を
担
当
し
、
先
生
方
も
参
加
さ

れ
笑
い
声
で
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

清
掃
の
見
通
し
が
つ
い
た
頃
に
園
長
先
生
の
ご
挨
拶
を
受
け
、
年
長
の
園
児
二
十

名
に
よ
る
感
謝
の
歌
『
ぼ
く
の
た
か
ら
も
の
』
の
合
唱
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
て
会
員
一

同
大
感
激
で
し
た
。
保
育
園
か
ら
作
業
中
に
は
暖
か
い
お
茶
の
差
し
入
れ
や
、
希
望
者

に
は
渋
柿
十
個
入
り
の
お
土
産
も
戴
け
ま
し
た
。 

 

早
速
皮
を
む
き
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
吊
る
し
、
約
十
日
間
寒
風
に
晒
し
、
甘
く
て
自
称
立

派
な
干
し
柿
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
甘
さ
を
証
明
す
る
白
い
粉
が
ふ
い
た
朱
色
を

見
て
、
園
児
と
先
生
そ
し
て
シ
ル
バ
ー
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
来
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。 子どもたちの合唱に笑顔で

耳を傾ける会員のみなさん 

～
青
梅
警
察
署
管
内
の
特
殊
詐
欺
被
害
～ 

 

令
和
６
年
１２
月
末
現
在
、
管
内
で
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
３０
件
認
知
し
て
お

り
、
被
害
総
額
は
約
９
１
６
５
万
円
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

【
青
梅
警
察
署
の
警
察
官
を
装
っ
た
詐
欺
に
注
意
】 

 

青
梅
警
察
の
警
察
官
を
名
乗
り
、
「
犯
人
を
捕
ま
え
た
ら
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ
た
名
簿

を
持
っ
て
い
ま
し
た
」
「
あ
な
た
名
義
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
お
金
を
下
ろ
そ
う
と
し
た
犯
人

を
捕
ま
え
て
い
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す

る
詐
欺
の
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

警
察
や
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
電
話
に
は
、
「
所
属
・
名
前
」
を
聞
い
て
折
り
返
す
旨
を

伝
え
て
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

実
際
に
警
察
や
役
所
か
ら
の
電
話
か
ど
う
か
判
断
の
付
か
な
い
場
合
に
も
ま
ず
は
一
旦

電
話
を
切
っ
て
、
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

詐
欺
犯
人
は
１
人
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
が
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
意
し
た
と
わ

か
る
と
す
ぐ
に
近
く
に
待
機
さ
せ
て
い
た
別
の
詐
欺
犯
人
を
自
宅
に
向
か
わ
せ
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
詐
欺
犯
人
は
地
区
ご
と
に
ま
と
め
て
詐
欺
の
電
話
を
か
け
て
く
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。 

 

青
梅
市
・
奥
多
摩
町
に
連
続
し
て
詐
欺
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
認
知
し
た

場
合
に
は
、
青
梅
警
察
署
か
ら
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。 

 

「
メ
ー
ル
け
い
し
ち
ょ
う
」
も
し
く
は
防
犯
ア
プ
リ
「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
（
デ
ジ

ポ
リ
ス
）
」
を
登
録
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
ご
家
族
や
ご
親
戚
へ
注
意
喚
起
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

で
き
ま
す
。 

 
 

 



 
 

２月分の就業報告書提出締切日は３月３日（月） 

配分金支払日（口座振替日）は３月 31 日（月）です 

１２月の事業実施状況報告 
 

登録会員数      1,045人 

前年同月比    36人減 
 

就業実人員      593人 

前年同月比         12人減 
 

就 業 率         56.7％ 

前年同月比        0.7％増 
 

受 託 件 数        365件 

前年同月比        46件減 
 

契 約 金 額     34,723千円 

前年度対比      503千円増 
 

受 注  公・民間事業比 

61.6%／38.4% 
 

第５５９号（４） シルバー青梅 令和７年２月２０日 

 

第１１回理事会から 
 

 
 

令和 6年度第 11回理事会は１月 16日(木)に開催されました。 

１）議 事 

・第 1号議案 会員の入会申込者の決定について 

       入会申込者 10人（男性 7人、女性 3人）  

・第 2号議案 職員給与規程の一部改正について 

・第 3号議案 職員の勤勉手当に関する基準の一部改正について 

・第 4号議案 職員の期末手当に関する基準の一部改正について 

・第 5号議案 自家用自動車の公用使用に関する内規の制定につ 

いて 

・第 6号議案 第 77回定期総会の開催日時および場所について 

 

２）報告事項 

 ・12月分事業実施状況報告 

12月末会員数 1,045人（男性 842人、女性 203人） 

・第 9回広報部会 12月 24日 

・財団安全就業巡回指導 12月 25日 

・第 1回女性委員会 1月 8日 

・第 5回安全管理委員会・支援員合同会議 1月 10日 

・就業者面接 1月 14日 

・第 6ブロック事務局長会議 1月 14日 福生市さくら会館 

・事故発生状況報告 

 

  審議案件は承認され、最後に今後の予定が報告され閉会しました。 

 

 

 

☆☆各種相談日☆☆ 
 

３月の相談日は、 

１４日、２８日の 

第２・４金曜日です。 

 

午前１０時～午後３時 
 

◎就業の上でお困りのこと

等、お気軽にご相談下さい。 

新
入
会
・
退
会
者
紹
介
（
敬
称
略
） 

◎
入
会
さ
れ
た
方 

《
１０
人 

》 
 

 

 
 
 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

 

青 

梅 

地 

区 

澤 

﨑 

竹 

男 

 

〃 
 
 
 
 

村 

田 

達 

男 

長 

淵 

地 

区 

濱 

中 

正 

夫 

 

〃 
 
 
 
 

泉 
 
 

昭 

彦 

 

〃 
 
 
 
 

伊 

藤 

小
夜
子 

大 

門 

地 

区 

木 

谷 

ト 

ミ 

今 

井 

地 

区 

岩 

瀬 

敏 

雄 

新 

町 

地 

区 

細 

谷 

敏 

美 

河 

辺 

地 

区 

砂
子
澤 

和 

恵 

 

〃 
 
 
 
 

河 

邊 

哲 

雄 
 

◎
退
会
さ
れ
た
方 

《
５
人 

》 
 

 

 
 
 

 

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た 

青 

梅 

地 

区 

野 

原 
 
 

隆 

長 

淵 

地 

区 

林 
 
 

昭 

雄 

大 

門 

地 

区 

野 

田 

正 

雄 

小
曾
木 

地 

区 

村 

木 

光 

政 

河 

辺 

地 
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～１月下旬に配分金支払証明書を郵送しました～ 
 

◎配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて 
シルバー人材センターで得た配分金収入は、所得税法上「雑所得」に区分されます。雑所得の金額

は、原則として雑所得の総額から必要経費（上限５５万）を控除した額です。 

◎一般的な会員の所得計算例（配分金と公的年金等のみ） 

 

 

 

 

 

 

（配分金－必要経費５５万円）＋(公的年金－公的年金等控除)－基礎控除４８万円 
 

※公的年金等の控除額については、税務署で用意される「公的年金等に係る雑所得の速算表」を

ご参照ください。尚、配分金収入、公的年金収入以外の収入がある場合の所得控除およびその他の

控除について等ご不明の点がありましたら、税務署にお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

※入会・退会者名は 

公開していません。 


